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学校給食に使用する食材に

ついては、毎日放射性物質

の検査をしています。

ひ ろ の っ こ

消防車 かっこよかったね！ 広野町保育所

　11月14日に避難訓練を行い、消防車や起震車に乗りました。

揺れる車にびっくりした様子も見られましたが、大興奮の子

どもたち。火事や地震についても知ることができました。

↓
消
防
車
の
前
で
ハ
イ
チ
ー
ズ
！

広野幼稚園楽しく体力アップアップ！！

　福島県体育協会主催の事業で子どもたちに楽しく身体を動か
してもらう体操遊びを行いました。普段の生活の中であまりしな
い動きや体操で大変かな？と思いましたが、みんな笑顔で元気
いっぱいに運動遊びを楽しんでいました♪正しい姿勢やバランス
など、自分の身体を守るためにも、継続していけるといいですね！

↓
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
な
い
よ
う
真
剣
な
子
ど
も
た
ち
♪

広野中学校「地域と共に創る放射線・防災教育推進事業」授業公開

　11月８日、「地域と共に創る放射線・防災教育推進事業」（主催：福島県教育委員会）の実践協力校

である本校の授業公開がＪヴィレッジで行われ、県内各地からの多くの先生方が参観しました。

　「地域・社会に生きる一員として ～Ｊヴィレッジ再開を世界に発信！～」をテーマに、３学年の生徒

たちは放射線に対する不安や疑問等をＱ＆Ａにまとめ、パンフレットを作成するために話し合いました。

　震災からの復興に向けたＪヴィレッジの取組を学ぶことを通して、「ふるさと広野町」の魅力を再発

見した授業でした。

　静岡県リーグＢリーグを終えて私たちは４位という結果でした。２位以上がＡ

リーグへの昇格圏内のため、昇格は果たせませんでした。

　今シーズンのリーグでは課題も多く出たため、トレーニングでの意識や取り組

み方を変えていきたいです。

　また、今シーズンも多くの方に応援していただき感謝しています。私はアカデミー

生として来シーズンが最後です。皆さんに良い結果を報告できるよう頑張ります。

↓�

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
た
授
業

の
様
子

広野小学校４年生 浅見川をたどる

　11月６日、４年生が浅見川ゆめ会議理事長 鈴木正範さんのご案内のもと、浅
見川をたどる見学学習を実施しました。箒平地区で地域の方からお話を伺った後、
大船水源地、小滝平浄水場を見学しました。水源地や浄水場では職員の方から、
水道水になるまでの過程の説明を受けました。最後は浅見川河口と日の出の松の
見学をし、子どもたちは、きれいな川を守っていきたいという思いを強くしました。

↓
見
学
学
習
の
様
子

寛仁親王妃信子さまが
福島の現状を視察

アカデミー 通 信

U-18静岡県リーグＢリーグを終えて
JFAアカデミー福島　9期生　龍前 大翔

↓�

試
合
を
重
ね
て
成
長
を
続
け

る
選
手
た
ち

↑�震災当時の経験や将来の夢などを発表した生徒
たち

広野町児童館モザイクアートに挑戦！！

　今年の文化展共同作品は「ひろぼーモザイクアート」に挑戦しました。
　製作開始とともに黙 と々チップを並べる子どもたち！！７㎜×７㎜の様々な
色の小さなチップをおよそ１万５千個使って、絵を完成させることができまし
た。また、コットン人形や俳句も出品しました。
　モザイクアートは児童館の玄関に飾ってありますので、ご覧くださいね♪♪

↓
み
ん
な
で
協
力
し
て
完
成
し
ま
し
た

ふたば未来通信

　11月20日、寛仁親王妃信子さまが福島の現状を

視察するため同校を訪れました。生徒たちは、東

日本大震災の被災体験や震災後に取り組んでいる

まちづくり、再生可能エネルギーの研究などにつ

いて発表し、信子さまから「つらい経験が必ずプ

ラスになる時があることを忘れずにいてくださ

い。」と励ましの言葉をいただきました。生徒た

ちは、信子さまからの温かい言葉を励みに復興へ

の決意を新たにしていました。

被
災
児
童
生
徒
就
学
援
助

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
広
野
町
に
住

民
登
録
の
あ
っ
た
子
ど
も
で
、
現
在
も

広
野
町
に
住
所
を
有
し
、
震
災
に
よ
り

被
災
し
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
小
学

校
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
へ
の
就
学
援
助
（
学

用
品
・
給
食
費
な
ど
）
を
国
の
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
認
定
に
つ
い
て
は
前
年
の
総

所
得
金
額
と
世
帯
人
数
に
よ
り
決
定
し

ま
す
の
で
、
総
所
得
金
額
に
よ
っ
て
は

該
当
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
先
の
自
治
体
で
補
助
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
広
野
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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保
育
料
を
助
成
し
ま
す

　

広
野
町
で
は
、
原
子
力
災
害
に
よ
り

避
難
先
市
町
村
の
認
可
保
育
所
お
よ
び

認
定
こ
ど
も
園
内
保
育
所
に
入
所
し
て

い
る
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
申
請
に

基
づ
き
保
育
料
の
２
分
の
１
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
助
成
期
間
は
、
平
成
30
年

４
月
分
か
ら
平
成
31
年
３
月
分
ま
で
で

す
。
詳
し
く
は
、
広
野
町
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広
野
町
保
育
所
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私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業

　

広
野
町
に
住
所
を
有
し
、
避
難
先
の

私
立
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
幼
児
の

平
成
30
年
度
入
園
料
・
保
育
料
の
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。
町
民
税
額
（
世
帯

内
の
合
計
額
）
に
よ
り
補
助
金
額
を
決

定
し
ま
す
。
税
額
に
よ
っ
て
は
該
当
し

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通
園

先
の
自
治
体
で
補
助
さ
れ
る
場
合
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
書
類
な
ど
の
配

布
は
、
通
園
先
の
幼
稚
園
を
通
し
て
行

い
ま
す
の
で
、現
在
通
園
し
て
い
る
人
、

途
中
入
園
し
た
人
お
よ
び
退
園
し
た
人

な
ど
は
、早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
広
野
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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児童･生徒数
　小学校　153 人　　中学校　68 人
　幼稚園　  68 人　　保育所　23 人
　児童館　  75 人 H30.11.29現在


